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(54)【発明の名称】 電子内視鏡及び電子内視鏡システム

(57)【要約】
【課題】  生体の自家蛍光を励起する紫外線を遮断可能
な対物光学系を備えた電子内視鏡システムを、提供す
る。
【解決手段】  対物レンズ１２は、像側に略テレセント
リックであり、その最も後側の面には、紫外線カットコ
ートＣが施されている。この対物レンズ１２が被検体の
像を形成する位置の近傍に、ＣＣＤ１５の撮像面が配置
されている。対物レンズ１２及びＣＣＤ１５間には、カ
ットフィルタ１４が挿入されている。カットコートＣ及
びカットフィルタ１４の紫外線に関する透過率は、０．
１％以下である。対物レンズ１２に広い角度の範囲で光
線が入射しても、この対物レンズ１２から射出される光
線は、光軸に対して略平行である。従って、カットコー
トＣ及びフィルタ１４に入射する光線の入射角は、小さ
く抑えられている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】可視光を透過させるとともに生体組織自体
からの蛍光を励起する励起光を低減させるカットコート
が、レンズ面に施された対物レンズと、
前記対物レンズにより形成された被検体の像を、画像信
号に変換する撮像素子と、
前記対物レンズ及び撮像素子間の光路中に挿入され、可
視光を透過させるとともに励起光を低減させるフィルタ
とを備えたことを特徴とする電子内視鏡。
【請求項２】前記カットコート及びフィルタの全体の透
過率が、励起光に関して０．１％以下であることを特徴
とする請求項１記載の電子内視鏡。
【請求項３】前記対物レンズは、その複数のレンズ面の
うちの最も後側の面に、前記カットコートが施されたこ
とを特徴とする請求項１又は２記載の電子内視鏡。
【請求項４】前記対物レンズは、像側にテレセントリッ
クであることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記
載の電子内視鏡。
【請求項５】前記フィルタは、レーザ治療に用いられる
所定の波長帯域の赤外光を遮断することを特徴とする請
求項１～４のいずれかに記載の電子内視鏡。
【請求項６】前記カットコートは、レーザ治療に用いら
れる所定の波長帯域の赤外光を遮断することを特徴とす
る請求項１～４のいずれかに記載の電子内視鏡。
【請求項７】請求項１～６のいずれかに記載の電子内視
鏡と、
励起光を被検体へ向けて射出する励起光照射部と、
前記電子内視鏡の撮像素子により取得された画像信号に
基づき、被検体からの蛍光による像に対応した蛍光画像
信号を生成して出力するプロセッサとを備えたことを特
徴とする電子内視鏡システム。
【請求項８】請求項１～６のいずれかに記載の電子内視
鏡と、
可視光及び励起光を、交互に繰り返し被検体へ向けて射
出する照射部と、
前記電子内視鏡の撮像素子により取得された画像信号の
うち、前記照射部から可視光が射出されている期間に対
応する部分に基づいて通常画像信号を取得し、前記照射
部から励起光が射出されている期間に対応する部分に基
づいて蛍光画像信号を取得するとともに、取得した通常
画像信号及び蛍光画像信号を出力するプロセッサとを備
えたことを特徴とする電子内視鏡システム。
【請求項９】前記プロセッサから出力された画像信号を
表示するモニタを、さらに備えたことを特徴とする請求
項７又は８記載の電子内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、生体から発せられ
る自家蛍光に基づいて体腔内を撮像して、生体が正常で
あるか異常であるかの診断に供される画像データを取得
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する電子内視鏡システムに、関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、被検体としての生体に紫外光等の
励起光を照射した場合にこの生体から発せられる蛍光
（自家蛍光）を撮像することにより、生体の観察に供す
る電子内視鏡システムが、利用されている。なお、病変
の生じた生体組織から発せられる自家蛍光の強度は、健
康な生体組織から発せられる自家蛍光の強度よりも小さ
いことが知られている。従って、術者は、この自家蛍光
による被検体の画像を観察することにより、その蛍光強
度の小さい領域に、病変が生じている可能性が高いと、
認識することができる。
【０００３】この電子内視鏡システムは、励起光を射出
する光源ユニット，射出された励起光を導く照明光学
系，被検体の像を形成する対物レンズ，及び，この被検
体の像を画像信号に変換するＣＣＤを、備えている。
【０００４】そして、照明光学系から射出された励起光
が被検体を照射すると、この被検体は、自家蛍光を発す
る。すると、対物レンズには、被検体の自家蛍光，及
び，被検体表面において反射された励起光が入射する。
なお、対物レンズ及びＣＣＤ間の光路中には、励起光を
低減させるフィルタが挿入されている。このため、対物
レンズから自家蛍光及び励起光が射出されると、これら
のうちの自家蛍光は、フィルタを透過するが、励起光
は、このフィルタにより低減される。そして、フィルタ
を透過した自家蛍光は、ＣＣＤの撮像面近傍に結像す
る。一方、励起光は、その大部分がフィルタにより低減
されるものの、僅かにこのフィルタを透過した成分がＣ
ＣＤへ入射してしまう。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】上記の従来の電子内視
鏡システムにより得られた画像信号には、被検体の自家
蛍光による像の成分だけでなく、励起光による像の成分
が含まれている。従って、この画像信号がモニタへ送出
されると、このモニタには、被検体の自家蛍光による像
に励起光による像が重なった画像が表示される。即ち、
被検体の自家蛍光による像は、励起光の影響により乱さ
れている。従って、術者は、この蛍光画像を観察したと
しても、被検体の自家蛍光の状態を正確に知ることがで
きない。
【０００６】この蛍光画像から励起光による影響を除去
するためには、ＣＣＤに入射してしまう励起光を、さら
に低減させなければならない。このために、フィルタの
励起光に関する透過率をさらに低下させることが、考え
られる。なお、フィルタは、基板とその表面に蒸着され
た多数の蒸着膜とから構成されている。このフィルタに
おける励起光に関する透過率をさらに低下させるために
は、その蒸着膜の数を増やさなければならない。しか
し、フィルタは、その蒸着膜の数が増えるとこれらの蒸
着膜に起因する応力が増大することにより、割れやすく
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3
なってしまう。すると、このフィルタの製造工程におけ
る歩留まりが低くなってしまう。即ち、フィルタの蒸着
膜の数を増やすことは、現実的ではない。
【０００７】そこで、フィルタだけによらずに励起光に
よる影響を除去可能な電子内視鏡，及び，この電子内視
鏡を備えた電子内視鏡システムを提供することを、本発
明の課題とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明による電子内視鏡
及び電子内視鏡システムは、上記課題を解決するため
に、以下のような構成を採用した。
【０００９】即ち、この電子内視鏡は、可視光を透過さ
せるとともに生体組織自体からの蛍光を励起する励起光
を低減させるカットコートが、レンズ面に施された対物
レンズと、前記対物レンズにより形成された被検体の像
を、画像信号に変換する撮像素子と、前記対物レンズ及
び撮像素子間の光路中に挿入され、可視光を透過させる
とともに励起光を低減させるフィルタとを、備えたこと
を特徴とする。
【００１０】このように構成されると、被検体に励起光
が照射された場合に、この被検体表面から発せられた自
家蛍光及び被検体表面で反射された励起光は、対物レン
ズに入射し、これら自家蛍光及び励起光のうちの励起光
は、対物レンズのカットコートにより低減される。低減
された励起光は、さらに、フィルタにより低減される。
このため、撮像素子には、自家蛍光のみが達する。そし
て、この撮像素子は、被検体の自家蛍光のみによる像を
画像信号に変換する。なお、カットコート及びフィルタ
の全体の透過率は、励起光に関して０．１％以下になっ
ていることが好ましい。
【００１１】また、対物レンズは、像側に略テレセント
リックであるとよい。このように構成されると、フィル
タ及び撮像素子には、対物レンズの光軸に対して略平行
な光線が入射する。さらに、対物レンズのカットコート
は、その複数のレンズ面のうちの最も後側の面に施され
ているとよい。この場合には、カットコート及びフィル
タには、対物レンズの光軸に対して略平行な光線が入射
する。即ち、カットコート及びフィルタに入射する光線
の入射角は、小さく抑えられる。従って、カットコート
及びフィルタは、設計通りに機能し、励起光を略遮断す
ることができる。
【００１２】なお、カットコート及びフィルタは、全体
として、可視光を透過させるとともに励起光を略遮断す
るだけでなく、レーザ治療に用いられる所定の波長帯域
の赤外線を遮断する特性を有するとよい。この場合に
は、被検体に対して治療用の赤外線レーザが照射された
ときに、被検体において反射された赤外線は、対物レン
ズに入射した後に、カットコート及びフィルタにより遮
断されるために、撮像素子に到達しない。従って、撮像
素子は、赤外線による影響を受けることがない。なお、
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フィルタが赤外線を遮断する特性を有していてもよく、
カットコートが赤外線を遮断する特性を有していてもよ
い。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、図面に基づいて本発明の一
実施形態による電子内視鏡システムについて、説明す
る。図１は、本実施形態による電子内視鏡システムの構
成図である。この図１に示されるように、電子内視鏡シ
ステムは、電子内視鏡１，光源・プロセッサ装置（外部
装置）２，及びモニタ３を、備えている。
【００１４】まず、電子内視鏡（以下、内視鏡と略記）
１について説明する。この内視鏡１は、図１にはその形
状が示されていないが、生体内に挿入される可撓管状の
挿入部，この挿入部の基端側に対して一体に連結された
操作部，及び，この操作部と外部装置２とを連結するラ
イトガイド可撓管を、備えている。
【００１５】内視鏡１の挿入部の先端は、硬質部材製の
図示せぬ先端部により封止されている。また、この挿入
部の先端近傍の所定領域には、図示せぬ湾曲機構が組み
込まれており、当該領域を湾曲させることができる。操
作部には、湾曲機構を湾曲操作するためのダイヤル，及
び各種操作スイッチが、設けられている。
【００１６】この内視鏡１は、その先端部に夫々固定さ
れた配光レンズ１１及び対物レンズ１２を、有してい
る。さらに、内視鏡１は、ライトガイド１３を有してい
る。このライトガイド１３は、光ファイバが多数束ねら
れてなるファイババンドルである。そして、このライト
ガイド１３は、その先端面を配光レンズ１１に対向させ
るとともに、挿入部，操作部及びライトガイド可撓管内
を引き通され、その基端側が外部装置２内に引き込まれ
ている。
【００１７】さらに、この内視鏡１は、紫外・赤外カッ
トフィルタ（以下、カットフィルタと略記）１４，及び
撮像素子としてのＣＣＤ（charge-coupled device）エ
リアセンサ１５を備えている。このＣＣＤエリアセンサ
（以下ＣＣＤと略記）１５の撮像面は、内視鏡１の先端
部が被検体に対向配置された状態において、対物レンズ
１２が当該被検体の像を結ぶ位置に、配置されている。
カットフィルタ１４は、対物レンズ１２及びＣＣＤ１５
間の光路中に挿入され、ＣＣＤ１５の撮像面に対向して
固定されている。
【００１８】図２は、このカットフィルタ１４の分光特
性を示すグラフである。このグラフに示されるように、
カットフィルタ１４は、可視光を透過させるとともに、
紫外光及び赤外光を低減させる。なお、このカットフィ
ルタ１４は、レーザ治療等に使用される波長帯域の光を
略遮断する。このレーザ治療には、ＹＡＧレーザ（波長
１０６４ｎｍ）や半導体レーザ（波長８１０ｎｍ～８９
０ｎｍ）等が、利用されている。また、このカットフィ
ルタ１４は、紫外光（波長４００ｎｍ以下）を低減させ
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るものの、当該紫外光を僅かに透過させてしまう。な
お、このカットフィルタ１４の紫外光に関する透過率は
０．１％を越えた値になっている。
【００１９】図３は、対物レンズ１２の構成を示す模式
図である。この対物レンズ１２は、複数枚のレンズを備
えており、全体として正のパワーを有している。この対
物レンズ１２は、完全にはテレセントリックではない
が、テレセントリックに近い性質を有している。即ち、
被検体表面のある点から発せられた同族光線は、その主
光線を対物レンズ１２の光軸に対して傾けてこの対物レ
ンズ１２へ入射したとしても、その主光線を光軸に対し
て略平行に向けて、射出される。
【００２０】この対物レンズ１２における最も後側のレ
ンズ面、即ち、この対物レンズ１２における複数のレン
ズのうちの最も像側に配置されたレンズの像側の面に
は、紫外線カットコート（以下、カットコートと略記）
Ｃが施されている。このカットコートＣは、レンズ面に
蒸着された多数の蒸着膜からなる。図４は、カットコー
トＣの分光特性を示すグラフである。この図４に示され
るように、対物レンズ１２に施されたカットコートＣ
は、４００ｎｍを越える波長帯域の光（可視光及び赤外
光）を透過させるとともに、４００ｎｍ以下の光（紫外
光）を低減させる。
【００２１】なお、このカットコートＣと上記カットフ
ィルタ１４とが併せて用いられた場合の紫外光に関する
透過率は、０．１％以下になる。図５は、カットコート
Ｃ及びカットフィルタ１４の全体の分光特性を示すグラ
フである。このグラフに示されるように、カットコート
Ｃ及びカットフィルタ１４は、全体として、紫外光を略
遮断することができる。
【００２２】次に、外部装置２について説明する。図１
に示されるように、この外部装置２は、白色光を平行光
束として発する白色光源２１，及び，生体の自家蛍光を
励起する紫外帯域の励起光を平行光束として発する励起
光源２２を、備えている。白色光源２１から発せられた
白色光の光路上には、第１のシャッタ２３，及びダイク
ロイックミラー２４が、順に配置されている。
【００２３】第１のシャッタ２３は、第１の駆動機構２
３Ｄに連結されており、白色光源２１から射出された白
色光を、遮断するか，又は，通過させる。ダイクロイッ
クミラー２４は、入射した光のうちの可視帯域の成分を
透過させるとともに紫外帯域の成分を反射させる。その
ため、第１のシャッタ２３を通過した可視帯域の白色光
は、このダイクロイックミラー２４を透過する。
【００２４】励起光源２２は、発した励起光が、ダイク
ロイックミラー２４を透過する白色光の光路と、このダ
イクロイックミラー２４の反射面上で直交するように、
配置されている。この励起光源２２及びダイクロイック
ミラー２４間の光路上には、第２のシャッタ２５が、挿
入配置されている。第２のシャッタ２５は、第２の駆動
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機構２５Ｄに連結されており、励起光源２２から射出さ
れた励起光を、遮断するか，又は，通過させる。
【００２５】この第２のシャッタ２５を通過した励起光
は、ダイクロイックミラー２４により反射される。この
ダイクロイックミラー２４により反射された励起光の光
路は、該ダイクロイックミラー２４を透過した白色光の
光路と、一致している。
【００２６】このダイクロイックミラー２４以降の光路
上には、ホイール２６，及び，集光レンズ２７が、順に
配置されている。
【００２７】ホイール２６は、円板状に形成され、その
外周に沿ったリング状の部分に、図示せぬ４つの開口が
開けられている。これら各開口には、青色光（Ｂ光）の
みを透過させるＢフィルタ，緑色（Ｇ光）のみを透過さ
せるＧフィルタ，赤色光（Ｒ光）のみを透過させるＲフ
ィルタ，及び，励起光を透過させる透明部材が、夫々填
め込まれている。
【００２８】このホイール２６は、モータ２６Ｍに連結
されている。そして、このホイール２６は、モータ２６
Ｍに駆動されて回転することにより、そのＢフィルタ，
Ｇフィルタ，Ｒフィルタ，及び透明部材を、順次繰り返
して、光路中に挿入する。集光レンズ２７は、ホイール
２６から射出された平行光束を、ライトガイド１３の基
端面（入射面）に収束させる。
【００２９】なお、上記の両光源２１，２２，両シャッ
タ２３，２５，両駆動機構２３Ｄ，２５Ｄ，ダイクロイ
ックミラー２４，ホイール２６，集光レンズ２７，ライ
トガイド１３，及び配光レンズ１１は、照射部に相当す
る。
【００３０】さらに、外部装置２は、両駆動機構２３
Ｄ，２５Ｄ，モータ２６Ｄ，及び，内視鏡１のＣＣＤ１
５に夫々接続されたプロセッサ２８を、備えている。こ
のプロセッサ２８は、両駆動機構２３Ｄ，２５Ｄ，及び
モータ２６Ｄを夫々同期させて制御している。このた
め、ホイール２６のＢフィルタ，Ｇフィルタ，又はＲフ
ィルタが光路中に挿入されている期間中には、第１のシ
ャッタ２３が白色光を通過させるとともに、第２のシャ
ッタ２５が励起光を遮断させる。一方、ホイール２６の
透明部材が光路中に挿入されている期間中には、第１の
シャッタ２３が白色光を遮断するとともに、第２のシャ
ッタ２５が励起光を通過させる。
【００３１】そして、第１のシャッタ２３を通過した白
色光は、ダイクロイックミラー２４を透過した後、ホイ
ール２６により、順次、Ｂ光，Ｇ光，及びＲ光に夫々変
換される。一方、第２のシャッタ２５を通過した励起光
は、ダイクロイックミラー２４により反射された後、ホ
イール２６の透明部材を透過する。
【００３２】このため、ホイール２６からは、順次、Ｂ
光，Ｇ光，Ｒ光，及び励起光が、射出される。これらＢ
光，Ｇ光，Ｒ光，及び励起光は、集光レンズ２７により
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7
収束されることにより、順次、ライトガイド１３へ入射
する。入射した光は、このライトガイド１３により導か
れ、配光レンズ１１により拡散される。従って、内視鏡
１の先端が被検体に対向配置されていると、この被検体
は、Ｂ光，Ｇ光，Ｒ光，及び励起光により順次繰り返し
照射される。
【００３３】この被検体に対してＢ光，Ｇ光，又はＲ光
が照射されているときには、対物レンズ１２は、ＣＣＤ
１５の撮像面近傍に、被検体のＢ光，Ｇ光，又はＲ光に
よる像を夫々形成する。これらの像は、ＣＣＤ１５によ
り、画像信号に変換される。即ち、被検体のＢ光による
像，Ｇ光による像，及びＲ光による像は、夫々、Ｂ画像
信号，Ｇ画像信号，及びＲ画像信号に、変換される。
【００３４】一方、この被検体に対して励起光が照射さ
れているときには、この被検体は、自家蛍光を発する。
このため、対物レンズ１２へは、この被検体から発せら
れた自家蛍光，及び，この被検体表面において反射され
た励起光が、入射する。この対物レンズ１２に入射した
光のうち、励起光の成分は、対物レンズ１２のカットコ
ートＣ及びカットフィルタ１４により略遮断される。従
って、ＣＣＤ１５の撮像面には、被検体の自家蛍光のみ
による像が、形成される。このＣＣＤ１５は、被検体の
自家蛍光による像を、画像信号（Ｆ画像信号）に変換す
る。
【００３５】そして、プロセッサ２８は、ＣＣＤ１５か
ら出力されたＢ画像信号，Ｇ画像信号，Ｒ画像信号，及
びＦ画像信号を、順次繰り返し取得する。さらに、プロ
セッサ２８は、取得したＢ画像信号，Ｇ画像信号，及び
Ｒ画像信号に基づき、被検体のカラー画像を示す通常画
像信号を合成する。また、このプロセッサ２８は、Ｆ画
像信号に基づき、被検体の自家蛍光による像を示す蛍光
画像信号を生成する。
【００３６】さらに、プロセッサ２８は、Ｒ画像信号及
び蛍光画像信号を夫々レベル調整した後に、レベル調整
後のＲ画像信号とレベル調整後の蛍光画像信号との差分
信号を、取得する。この差分信号には、被検体における
自家蛍光の弱い部分の信号のみが含まれている。そのう
えで、プロセッサ２８は、通常画像信号に差分信号を所
定の色（例えば青）として重ね合わせることにより、診
断用画像信号を生成して出力する。
【００３７】この診断用画像信号は、モニタ３に、診断
用画像として動画表示される。すると、術者は、この診
断用画像を観察することにより、被検体における自家蛍
光の弱い部分（病変の可能性のある部分）の位置及び形
状を、正確に知ることができる。なお、このモニタ３に
は、通常画像信号に基づく被検体のカラー画像が、診断
用画像と並べられた状態で動画表示されてもよい。
【００３８】上述のように、本実施形態の電子内視鏡シ
ステムによると、被検体により反射されて対物レンズ１
２に入射した励起光は、そのカットコートＣにより低減
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され、さらに、カットフィルタ１４により低減される。
従って、プロセッサ２８により取得される蛍光画像信号
は、被検体の自家蛍光のみによる像に対応しているとみ
なすことができる。即ち、蛍光画像信号は、励起光に起
因する成分により乱されることがない。
【００３９】また、この電子内視鏡システムは、対物レ
ンズ１２のカットコートＣにより、予め、励起光を低減
させているので、カットフィルタ１４における蒸着膜の
数を増やすことなく、励起光を略遮断することができ
る。このため、製造工程等において、カットフィルタ１
４に割れが発生するおそれがなくなる。従って、カット
フィルタ１４の製造工程における歩留まりを、高く保つ
ことができる。
【００４０】また、カットコートＣ及びカットフィルタ
１４は、その面に対して光線が垂直に入射した場合に、
設計通りの性能を発揮する。即ち、これらカットコート
Ｃ及びカットフィルタ１４は、入射する光線の入射角が
所定の許容角度を越えると、設計通りの性能を発揮する
ことができない。本実施形態の対物レンズ１２は、像側
に略テレセントリックであるため、広い角度範囲で光線
が入射してきたとしても、この対物レンズ１２から射出
される光線は、光軸に対して略平行になっている。この
ため、カットコートＣ及びカットフィルタ１４に入射す
る光線の入射角は、許容角度以下になる。従って、これ
らカットコートＣ及びカットフィルタ１４は、入射した
励起光を、設計通りの性能で低減させることができる。
【００４１】さらに、術者は、モニタ３に表示された画
像を見ながら、病変部分を処置することもできる。例え
ば、術者は、レーザ治療用のレーザプローブを用いて、
この病変部分に対して赤外線レーザを照射することによ
り、当該病変部分を処置することもできる。なお、レー
ザプローブから射出された赤外光は、被検体により反射
されて内視鏡１の対物レンズ１２へ入射する。しかし、
この対物レンズ１２を透過した赤外光は、カットフィル
タ１４により遮断されるので、ＣＣＤ１５へは達しな
い。このため、レーザ治療中であっても、モニタ３上の
画像は、乱れることなく正常に表示されている。
【００４２】＜第２実施形態＞本実施形態の電子内視鏡
システムは、図６に示されるように、電子内視鏡１’，
光源・プロセッサ装置（外部装置）４，励起光源装置
５，及びモニタ３を、備えている。電子内視鏡（以下、
内視鏡と略記）１’は、図６にはその形状が示されてい
ないが、生体内に挿入される可撓管状の挿入部，この挿
入部の基端側に対して一体に連結された操作部，及び，
ライトガイド可撓管を、備えている。なお、ライトガイ
ド可撓管は、その一端が操作部に連結されるとともに、
その他端が外部装置３に連結可能な接続部として形成さ
れている。
【００４３】この内視鏡１’は、上記第１実施形態の場
合と同様に、その先端部に夫々固定された配光レンズ１
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9
１及び対物レンズ１２を、有している。なお、この対物
レンズ１２には、図４のグラフに示された特性を有する
カットコートＣが、施されている。
【００４４】さらに、内視鏡１は、ライトガイド１３を
有している。このライトガイド１３は、光ファイバが多
数束ねられてなるファイババンドルである。そして、こ
のライトガイド１３は、その先端面を配光レンズ１１に
対向させるとともに、挿入部，操作部及びライトガイド
可撓管内を引き通され、その基端側をライトガイドプラ
グとして接続部から突出させている。
【００４５】また、この内視鏡１’の挿入部内における
対物レンズ１２の後方には、上記第１実施形態と同様
に、カットフィルタ１４及びＣＣＤ１５が配置されてい
る。なお、このカットフィルタ１４は、図２のグラフに
示された特性を有している。そして、上記のカットコー
トＣ及びカットフィルタ１４は、全体として、図５のグ
ラフに示された分光特性になる。
【００４６】このカットフィルタ１４の後方のＣＣＤ１
５には、信号線が接続されている。この信号線は、ライ
トガイド１３とともに、挿入部，操作部及びライトガイ
ド可撓管内を引き通され、その端部を信号端子として接
続部から突出させている。
【００４７】外部装置４は、光源ユニット４１及びプロ
セッサ４２を、有する。光源ユニット４１は、図示せぬ
白色光源，並びに，この白色光源から発せられた白色光
を、順次、Ｂ光，Ｇ光，及びＲ光に変換するホイール
を、有する。プロセッサ４２は、光源ユニット４１に接
続されているとともに、モニタ３に接続されている。
【００４８】そして、内視鏡１’の接続部がこの外部装
置４と連結された状態において、ライトガイド１３の基
端面は光源ユニット４１に対向配置され、信号線はプロ
セッサと接続される。この状態において、光源ユニット
４１は、Ｂ光，Ｇ光及びＲ光を、順次繰り返してライト
ガイド１３の基端面に入射させる。入射した光は、この
ライトガイド１３により導かれ、配光レンズ１１により
拡散される。従って、内視鏡１の先端が被検体に対向配
置されていると、この被検体は、Ｂ光，Ｇ光，及びＲ光
により順次繰り返し照射される。
【００４９】すると、対物レンズ１２は、ＣＣＤ１５の
撮像面近傍に、順次、被検体のＢ光，Ｇ光，及びＲ光に
よる像を形成する。これらの像は、ＣＣＤ１５により、
画像信号に変換される。即ち、被検体のＢ光による像，
Ｇ光による像，及びＲ光による像は、夫々、Ｂ画像信
号，Ｇ画像信号，及びＲ画像信号に、変換される。プロ
セッサは、これらＢ画像信号，Ｇ画像信号，及びＲ画像
信号を取得して、被検体のカラー画像を示す通常画像信
号を生成する。この通常画像信号は、モニタ３にカラー
画像として動画表示される。
【００５０】さらに、内視鏡１’は、鉗子チャネルを有
する。この鉗子チャネルは、内視鏡１’の先端部及び操
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作部に夫々開口した一対の鉗子孔，並びに，これら鉗子
孔同士を連通する鉗子管から構成されている。そして、
術者は、この鉗子チャネルを通じて、以下に説明する励
起光ガイドを、内視鏡１’の先端部に突出させる。な
お、術者は、この鉗子チャネルを通じて、鉗子，処置
具，又は各種のプローブ等を内視鏡１’の先端部に突出
させることもできる。
【００５１】励起光源装置５は、ＵＶランプ５１，リフ
レクタ５２，及び励起光ガイド５３を、有している。な
お、この励起光源装置５は、励起光照射部に相当する。
ＵＶランプ５１は、生体の自家蛍光を励起する紫外帯域
の励起光を発する光源である。リフレクタ５２は、内面
が反射面として形成された回転対称な反射鏡である。励
起光ガイド５３は、多数の光ファイバが束ねられてなる
ファイババンドルである。この励起光ガイド５３は、そ
の一端面（入射面）をリフレクタ５２に対向させるとと
もに、内視鏡１’の鉗子チャネル内を引き通され、その
他端面（出射面）を、内視鏡１’の先端部から突出させ
ている。
【００５２】そして、術者が、光源ユニット４の白色光
源を消灯させるとともに、ＵＶランプ５１を点灯させる
と、このＵＶランプ５１から発せられた励起光は、リフ
レクタ５２により反射されて、励起光ガイド５３の入射
面に収束する。収束した励起光は、この励起光ガイド５
３により導かれて、その出射面から被検体へ向けて出射
する。
【００５３】この励起光により照射されると、被検体
は、自家蛍光を発する。このため、対物レンズ１２へ
は、この被検体から発せられた自家蛍光，及び，この被
検体表面において反射された励起光が、入射する。この
対物レンズ１２に入射した光のうち、励起光の成分は、
対物レンズ１２のカットコートＣ及びカットフィルタ１
４により略遮断される。従って、ＣＣＤ１５の撮像面に
は、被検体の自家蛍光のみによる像が、形成される。こ
のＣＣＤ１５は、被検体の自家蛍光による像を、画像信
号（Ｆ画像信号）に変換する。
【００５４】そして、プロセッサ４２は、ＣＣＤ１５か
ら出力されたＦ画像信号を取得するとともに、取得した
Ｆ画像信号に基づき、被検体の自家蛍光による像を示す
蛍光画像信号を生成する。この蛍光画像信号は、モニタ
３に動画表示される。
【００５５】＜変形例＞上記の両実施形態における電子
内視鏡システムでは、被検体に対してＢ光，Ｇ光，及び
Ｒ光を順次照射して、ＣＣＤ１５により得られたＢ画像
信号，Ｇ画像信号，及びＲ画像信号に基づいて、被検体
のカラー画像を合成するいわゆる面順次方式が用いられ
ている。
【００５６】この被検体のカラー画像を得るためには、
上記面順次方式の他にも、カラーＣＣＤを利用した方式
が知られている。このカラーＣＣＤとは、カラーモザイ
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クフィルタが取り付けられたＣＣＤエリアセンサであ
る。このカラーＣＣＤは、白色光により照明された被検
体の像を、カラーの画像信号に変換する。
【００５７】このカラーＣＣＤは、その撮像面に対し
て、光線が垂直に入射した場合に、良好な画像信号を出
力する。このため、対物レンズは、完全にテレセントリ
ックであることが好ましい。従って、このカラーＣＣＤ
を用いた内視鏡の対物光学系は、像側にテレセントリッ
クな対物レンズ，及び，この対物レンズとカラーＣＣＤ
との間の光路中に挿入されたカットフィルタ１４を、備
えていることが好ましい。
【００５８】この対物レンズの最も後側の面には、上記
両実施形態における対物レンズ１２と同様に、カットコ
ートＣが施されている。そして、被検体が、白色光でな
く励起光により照射された場合には、この被検体から発
せられた自家蛍光及び被検体表面で反射された励起光が
対物レンズに入射し、そのうちの励起光は、カットコー
トＣより低減される。そして、この励起光はカットフィ
ルタ１４によりさらに低減される。即ち、励起光は、こ
れらカットコートＣ及びカットフィルタ１４により、
０．１％以下に低減される。
【００５９】
【発明の効果】以上のように構成された本発明の電子内
視鏡は、その対物レンズと撮像素子との間の光路中に挿
入されたフィルタだけでなく、対物レンズのレンズ面に
施されたカットコートにより励起光を低減させている。
このため、励起光を０．１％以下に低減させることがで
きる。従って、この電子内視鏡を備えた電子内視鏡シス
テムは、励起光による影響が除去された蛍光画像信号を
出力することができる。 *
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*【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の第１実施形態による電子内視鏡シス
テムの構成図
【図２】  紫外・赤外カットフィルタの分光特性を示す
グラフ
【図３】  対物レンズの構成図
【図４】  紫外線カットコートの分光特性を示すグラフ
【図５】  カットコート及びカットフィルタの全体の分
光特性を示すグラフ
【図６】  本発明の第２実施形態による電子内視鏡シス
テムの構成図
【符号の説明】
１      電子内視鏡
１２    対物レンズ
１３    ライトガイド
１４    紫外・赤外カットフィルタ
１５    ＣＣＤエリアセンサ
２      光源・プロセッサ装置（外部装置）
２１    白色光源
２２    励起光源
２３，２５  シャッタ
２４    ダイクロイックミラー
２８    プロセッサ
３      モニタ
４      光源・プロセッサ装置（外部装置）
４１    光源ユニット
４２    プロセッサ
５      励起光源装置
５３    励起光ガイド

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】
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